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研究成果の概要（和文）：本研究では、まず、大規模Webテキスト集合から言語知識を自動獲得した。主な言語知識は
、述語とそれがとる項(名詞)を記述した格フレームと呼ばれるものである。次に、獲得した言語知識を言語解析に組み
込むことによって言語解析システムの精度向上を達成した。また、この高いカバレッジをもつ言語知識に基づく言語解
析器を情報検索に応用し、これまでよりも精度が高い情報検索システムを開発した。

研究成果の概要（英文）：First, we automatically acquired linguistic knowledge from a large-scale web corpu
s. The acquired linguistic knowledge mainly consists of case frames, which describe the relations between 
predicates and their arguments. Then, we integrated such linguistic knowledge into a linguistic analyzer t
o improve the performance of the analyzer. We also developed an information retrieval system based on the 
knowledge-rich linguistic analyzer, and confirmed that our information retrieval system outperformed conve
ntional information retrieval systems based on bag of words and dependency relations.
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１．研究開始当初の背景 
近年の情報通信技術の社会への浸透によ

り、言語の壁や情報格差などが大きな問題と
なりつつあり、情報検索、機械翻訳、自動要
約などの言語処理システムを現実の場面で
利用する必要性が増している。しかし、現状
では、それらの精度は十分に高いとは言えず、
利用者に負担を要求してしまう。たとえば、
情報検索技術はサーチエンジンで用いられ
ているが、Yahoo!や Google などの既存サー
チエンジンは単語列を基本とした表層的処
理を行っており、テキストの多様性、曖昧性
をうまく扱うことができない。また、異表記
同義語や同表記多義語などに関する知識が
十分にないために検索漏れや検索誤りの問
題が頻発してしまう。 
このように、現状の多くの言語処理システ

ムは、(1)	 単語列を基本とする表層的な言語
解析に基づいていること、(2)	 人間にとって
は常識的な言語知識が根本的に不足してい
ることがボトルネックとなっている。	 
 
２．研究の目的 
本研究では、超大規模 Web テキスト集合か

ら言語知識を自動獲得し、その言語知識に基
づく言語解析技術を研究開発する。これによ
って、テキスト全体をネットワーク構造化で
きるようになり、言語処理システムの高度化
につながることが期待できる。たとえば、情
報検索では、自然言語文をクエリとして入力
したときに、入力文と対象文書それぞれをネ
ットワーク構造化したものを比較すること
によって精緻なマッチングが可能になり、高
精度な検索が実現できる。	 
 
３．研究の方法 
(1) ネットワーク構造解析器のプロトタイプ
を大規模テキスト集合に適用し、そこか
ら言語知識を獲得する。獲得した言語知
識を利用して、ネットワーク構造解析器
の精度向上を達成する。改良したネット
ワーク構造解析器をもう一度、大規模テ
キスト集合に適用し、さらに精度・カバ
レッジの高い言語知識を獲得する。この
ように、言語知識の獲得と、それに基づ
くネットワーク構造解析器の開発を交互
に繰り返すことによって、精度の高い言
語知識とネットワーク構造解析器を構築
する。	 

(2) ネットワーク構造解析に基づく情報検索
システムを開発する。これは、網羅性の
高い言語知識に基づいてテキストをネッ
トワーク構造化することによって、検索
漏れや不適切な検索結果が少ないシステ
ムとなる。	 

	 
４．研究成果	 
まず、超大規模 Web テキスト集合に対して

既存の構文解析器を適用し、その結果から格
フレームと呼ばれる言語知識を自動獲得し

た。格フレームは、「誰がいつどこで何をし
た」のような 5W1H を表現する述語項構造を
集約した辞書である。Web テキスト集合とし
ては、Web ページ約 30 億ページから抽出し、
重複を除いた約 150 億文を用いた。その結果、
約 14 万述語について、1述語当たり平均 6.7
個の格フレームを獲得した。	 
次に、獲得した格フレームを構文解析器に

統合し、高カバレッジな言語知識に基づくネ
ットワーク構造解析器を開発した。Web 文書
からなる構文・格解析の評価セットで評価実
験をしたところ、有意に精度が向上すること
を確認した。また、言語知識獲得に利用する
テキスト集合の量に対して、解析精度がどれ
くらい向上するかを調査した。その結果を図	 
1 に示す。このように、より大規模なテキス
ト集合を用いて言語知識を獲得することに
よって、カバレッジおよび精度が高くなるこ
とがわかる。開発した日本語ネットワーク構
造解析器は、KNP4.1 として一般に公開してい
る。	 
上記で開発したネットワーク構造解析器

に基づく情報検索システムを構築した。これ
は、検索エンジン基盤 TSUBAKI 上で実装し、
多言語に対応している。NTCIR 日本語 Web 検
索評価セット(1,100 万 Web ページ)を用いて
評価実験を行い、単語や係り受け関係を用い
た検索と比べて、検索結果の質が有意に向上
することを確認した。	 
このように、係り受け関係より深いテキス

ト中の関係を捉えることができるネットワ
ーク構造解析は、さまざまな言語処理アプリ
ケーションの基盤技術として今後の利用が
期待される。また、日本語の枠組みを利用し
て、英語、中国語、韓国語など多言語への適
応も試みた結果、一部の言語ではすでに
state-of-the-art の性能を得ており、今後順
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図	 1	 大規模テキスト集合からの言語

獲得による言語解析の高度化	 

 



次、多言語の解析システムを公開していく予
定である。	 
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